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1 はじめに

2018 年に公示された新学習指導要領（高等学校）で

は，情報活用能力を言語能力と同様に「学習の基盤とな

る資質・能力」と位置付けている。また情報教育推進校

（IEschool）における実践研究を踏まえた情報活用能力

の体系表（文部科学省 2017）では，「１. 情報と情報技

術を適切に活用するために知識と技能」の中に，「コン

ピュータや周辺機器操作・ソフトウェア操作（ファイル

操作を含む）・文字入力」が明記されている。

一方，文部科学省による高等学校の情報活用能力調査

発表によれば（2017年 1月），高校生の 1分間平均文字

入力数は 24.7文字である。会社勤めをする社会人では，

一般的な文字入力数の目安として 1 分間に 100 － 120

文字程度の入力ができれば，問題なく業務に従事するこ

とが出来るといわれている。

大学生や社会人にとって，課題や仕事をする際に欠か

すことのできないものがパソコンである。パソコンを使

用し，タイピングをベースとして事務処理を行っている

現代において，タイピング能力は必須であろう。簡単な

文章の各 1分間平均文字入力数（以下WPM）は，高校

生 33.4・25.2，大学生は 64.3・49.5という調査報告（[2]）

から，大学生のタイピング能力は社会人で必要とされる

WPMに凡そ届いていないことが理解できる。今回の研

究では，昨年度の我々の事前研究（[1]）をもとに，大学

を卒業する前までに社会人に必要とされるタイピング能

力（WPMと正確率）を身に着けることを目的としたタ

イピング練習に関して，タイピング能力上達に関わる因

子を明らかにするため，立正大学データサイエンス学部

1年生を対象としたアンケート調査を実施し，タイピン

グ練習においてはどのような因子が関与しているのかに

ついての分析を行った。

2 研究の方法

立正大学 データサイエンス学部では，1 年次に必修

科目として情報処理の基礎があり，その中でタイピング

能力を上達させる課題（ソフトは Type Quick*1（以下，

TQ））も含まれている。今回 TQ のログデータと学生

（被験者）のアンケート回答データを用いて因子分析を

行った。

因子分析は R言語（R x64 4.0.2）で記述されたもの

を用い，これにより，タイピング能力上達に係る要因抽

出を試みた。

2.1 使用した標本

今回使用した標本は先述の通り，立正大学データサイ

エンス学部の 1年生にアンケート調査に協力していただ

き，アンケート回答と回答者の TQデータを使用した。

被験者（アンケート回答者）159人のデータを用いて因

子分析を適用した。

2.2 アンケート内容

アンケートは，タイピングに関わる自己評価や基礎の

定着度等を問う設問群で構成し，それらアンケート回答

を元に集計および因子分析を施した。因子分析の経過内

容は後述する。

3 ポリコリック相関係数

相関係数の算出方法には様々なものがあるが，データ

の性質や分布仮定（パラメトリック／ノンパラメトリッ

ク）によって算出方法が異なる。ポリコリック相関係数

*1 TypeQuick は，Typequick社の登録商標



は，一般的にアンケート回答（n件法）等の相関を算出

する際に利用されていることから，今回は，この相関係

数も参考とした。

4 因子分析について

因子分析は，共分散構造解析と並び多変量解析の中で

も多く利用されている分析手法の一つである。多変数か

ら少数の潜在変数（因子）を抽出し，影響の強いものを

見つけ，個々の回答者の意識構造の特徴をより明確にす

ることができるという長所を持つ。

5 Rでの因子分析

今回の因子分析は Rを用いて行った。手順として，ま

ず因子分析を行う前に「データが因子分析を用いるのに

適切であるか（データに意味のある因子が発見できそう

であるか）を判断するための基準として Kaiser-Meyer-

Olkinの標本妥当性の測度（KMO測度）」[3]を算出し，

全体指標（Overall MSA）0.68であり，個別指標（MSA

for each item）は小さいものが目立ったため，0.6未満

の因子を排除し，全体指標 0.73 得たため，上記データ

採用の根拠を得た。（具体的因子については後述する。）

次に，因子数を求めるに際し，先ず古典的方法である

Kaiser-Guttman基準や Cattell Screen test，平行分析

（parallel analysis）などで確認した。

図 1：スクリープロット

図 1 より，Kaiser−Guttman 基準の因子数は 3 個，

Screen testの因子数は 4個，平行分析の因子数は 5個

と算出できた。より客観的な因子数選択については，

MAP基準や BIC基準等もあるので，これについても確

認すると MAP 基準の因子数は 3 個，BIC 基準も 3 個

であった。上記のような様々な基準を考慮し，因子数を

3から始め，増やす意義がなくなるまで分析を行った。

6 因子分析の結果

回転法と因子抽出法については，今回は因子負荷の異

なる列間の共分散の和を最小にする [3]「オブリミン回

転」，正規性が崩れても漸近一致性が成立することから

「最尤法」を採用した。

6.1 因子数 3　オブリミン回転　最尤法

表 1：因子数 3の場合
ML1 ML2 ML3

（因子 1） （因子 2） （因子 3）
因子寄与 3.226 2.723 1.555
因子寄与率 0.170 0.143 0.082
累積寄与率 0.170 0.313 0.395
説明率 0.430 0.363 0.207
累積説明率 0.430 0.793 1.000

図 2：因子負荷量の可視化（因子数 3）

6.2 因子数 4　オブリミン回転　最尤法

表 2：因子数 4の場合の分析結果

ML1 ML2 ML3 ML4
(因子 1) (因子 2) (因子 3) (因子 4)

因子寄与 3.475 2.583 1.592 0.794
因子寄与率 0.183 0.136 0.084 0.042
累積寄与率 0.183 0.319 0.403 0.444
説明率 0.412 0.306 0.189 0.094
累積説明率 0.412 0.717 0.906 1.000



図 3：因子負荷量の可視化（因子数 3）

因子数 4 にすると 4 番目の因子はどの変数とも因子負荷

量が非常に小さいため，因子数を 4 に増やす意義は認められ

ない。

よって，因子数 3 の分析結果を用いて考察していく。考察

する分析の詳細は下記の通りである。

7 考察

アンケート回答のポリコリック相関係数を算出したところ，

設問間で相関がみられるものもあったため，因果関係について

考察する目的から，因子分析を踏まえ，ポリコリック相関係数

とも照合を行った。

今回の分析結果，3つの因子は以下のような名称を持つ潜在

的な説明変数であると解釈した。

因子 1 ：タイピングの必要性（第 1因子）

因子 2 ：タイピングの自己評価（第 2因子）

因子 3 ：タイピング練習意識（第 3因子）

　各因子のアンケートの質問内容は以下の通りである。

表 3：因子 1（ML1）（タイピングの必要性）

ML1 タイピングの必要性
Q7 中学校の授業でタイピングを教えるべきである
Q8 高校の授業でタイピングを教えるべきである
Q5 ブラインドタッチで入力することは必要だ
Q6 小学校の授業でタイピングを教えるべきである
Q3 ホームポジションで入力することが必要だ
Q9 大学の授業でタイピングを教えるべきである

表 4：因子 3（ML3）（タイピングの練習意識）

ML3 タイピングの練習意識
Q16 TypeQuickの課題をよく練習した
Q17 TypeQuickの課題によってタイピングが得意になっ

た
Q1 タイピングの練習を意識的にした

表 5：因子 2（ML2）（タイピングの自己評価）

ML2 タイピングの自己評価
Q10 現在のタイピングの自己評価についてよいと思う（ス

ピード）
Q4 ブラインドタッチで入力できている
Q15 タイピングが得意である
Q11 現在のタイピングの自己評価についてよいと思う（正

確率）
Q2 ホームポジションで入力することができている
Q13 キーボードの配列を覚えている（ひらがな・アルファ

ベット・数字・記号などすべてを含む）
Q14 キーボードの配列を覚えている（アルファベットの

み）

表 3－表 5は因子負荷量の降順で記入している。（因子負荷

量 0.3以下のものは無し。）

8 まとめ

今回の分析では，因子数 3 で分析し，各因子は「タイピン

グの必要性」，「タイピングの自己評価」，「タイピングの練習意

識」と名付け解釈した。第 1因子「タイピングの必要性」の寄

与は，3.226 であり，寄与率は，17.0 ％であった。第 2 因子

「タイピングの自己評価」の寄与は，2.723であり，寄与率は，

14.3 ％であった。第 3 因子「タイピングの練習意識」の寄与

は，1.555であり，寄与率は 8.2％であった。これらの因子群

で説明されるのは累積寄与率が 39.5％であり，約 4割しか説

明できていないが，今回の結果からタイピング練習の必要性が

最も影響する因子であると結論した。

9 今後の課題

今回の分析では，タイピングに係る因子を算出することは

できたが，タイピングのスコア（能力）との関係は明らかにで

きていないため，今までの方法以外にも様々な方法を用いた分

析が必要である。累積寄与率が今回は低かったため，今後 50

％以上の結果を算出できるような分析を目指し，また，さらに

学生への再ヒアリングを実施する等，因子および因子構造との

関係を再確認することを考えている。
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